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■わたしの投げた輪入るかな（ひじり1呆育園と寿会・ボランティアしおさいとの交流会）

●カーフェリー就航15周年

声 大洗ポートフェスティバルを開催



15周年記念
℃̂ 

ヲ
5

大
洗
港
の
力
—
フ
ェ
リ
—
就
航

1
5周
年
を
記
念
す
る

「
大
洗
ポ
—
ト
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
が
1
0月
1
4
.
1
5
日
の
2

日
間
、
大
洗
港
第
4
埠
頭
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
会

場
と
な
っ
た
第
4
埠
頭
で
は
運
輸
省
航
海
訓
練
所
所
属
の

練
習
帆
船
「
日
本
丸
」
の
初
入
港
に
合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
開
幕
。
地
元
大
洗
を
は
じ
め
と

す
る
県
内
の
物
産
品
や
北
海
道
の
物
産
展
、
磯
節
や
荒
磯

太
鼓
な
ど
の
郷
土
芸
能

、

よ
さ
こ
い
ソ
—
ラ
ン
踊
り
や
子

供
た
ち
も
楽
し
め
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
会
場
は
大
賑

わ
い
。
2
日
間
で
延
べ

16
万
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

a-

＼

ノ

ー
ジ
で
磯
節
を
披
露
す
る

［
臥
保
存
会
の
皆
さ
ん

►

日
本
丸
に
乗
船
し
て
い
る
実
習
生
7
1名

も
オ
ー
プ
ニ
ン
ク
セ
レ
モ

ニ
ー
に
参
加

大
洗
港
の
あ
ゆ
み

▼
明
治
33
年

磯
浜
町
よ
り
県
に
対
し
漁
港
建
設
の
請

願
が
出
さ
れ
る

▼
明
治
35
年
2
月

磯
浜
、
湊
間
の
漁
港
調
査
を
開
始
す
る

▼
明
治
42
年
11
月

磯
浜
へ
漁
船
避
難
港
の
建
設
計
画
が
県

会
へ
提
出
さ
れ
、
43
年
以
降
継
続
事
業

と
し
て
可
決
す
る

▼
明
治
43
年
11
月
2
7
日

磯
浜
築
港
の
起
工
式
を
行
う

▼
大
正
4
年

漂
砂
に
よ
り
築
港
の
失
敗
が
明
瞭
と
な
る

▼
大
正

11
年
2
月

応
急
対
策
と
し
て
涸
沼
川
の
一
角
に
磯

浜
漁
港
を
造
る

▼
昭
和
23
年
7
月
1
5
日

港
則
法
に
も
と
づ
き
港
湾
の
指
定
を
受

け
る

▼
昭
和
29
年
11
月
3
日

磯
浜
町
と
大
貫
町
が
合
併
し
大
洗
町
と

な
る

▼
昭
和
31
年

大
洗
町
よ
り
嗅
に
築
港
建
設
陳
情
書
が

提
出
さ
れ
る

▼
昭
和
33
年
8
月

港
湾
建
設
の
た
め
の
波
浪
調
査
、
漂
砂

調
査
を
開
始
す
る

▼
昭
和
33
年
12
月
24
日

港
湾
法
に
も
と
づ
き
地
方
港
湾
の
指
定

を
受
け
、
碗
浜
港
が
大
洗
港
と
改
名
さ

れ
る

▼
昭
和

36年
11
月
11
円

大
洗
港
の
起
工
式
を
行
う

▼
昭
和
45
年
6
月
1
7
日

第
ー
船
新
丸
井
丸
入
港
（
重
塁
ト
ン
数

8
3
0
ト
ン
）

▼
昭
和
46
年
11
月
3
0
日

第

1
埠
頭
地
区
埋
立
竣
功

▼
昭
和
53
年
11
月
13
日

第
2
埠
頭
地
区
埋
立
竣
功

▼
昭
和

54
年
5
月
15
日

港
湾
法
に
も
と
づ
き
重
要
港
湾
の
指
定

を
受
け
る

▼
昭
和
54
年
6
月
20
日

大
洗
港
の
港
湾
計
画
決
定
（
港
湾
審
議

会
第
86
回
計
画
部
会
）

▼
昭
和
56
年
5
月
8
日

第
3
埠
頭
地
区
公
有
水
面
埋
立
免
許
を

受
け
る

2000. l l.7 広報おおあらい (2) 
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カーフェリー就航

►

「
フ
ェ
リー
就
航
1
5周
年
を
迎
え
、

当
時
の
初
入
港
の
感
動
が
よ
み
が
え

る
。
し
か
し
、
今
日
で
は
そ
の
感
動

互
薄
ら
い
で
き
て
い
る
。
15
年
の
節

目
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
当
時
の
感
動

情
熱
を
思
い
起
こ
し
、
力
を
結
集
し

て
港
の
賑
わ
い
づ
く
り
と
我
が
町
の

明
日
へ
の
活
力
に
つ
な
げ
た
い
」
と

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
力
強

く
あ
い
さ
つ
す
る
小
谷
町
長

？嗅潔ぶー
界~＼＇

二土出泡i

▲フェリー就航地北海道苫小牧市から

鳥越忠行市長が参加

←一ー・

の港入初

◄

「
ソ
イ
ヤ
ー
」
Y
O
S
A
K
o

ー

の

角
り

長ハ
ロ
ソ

ー

ラ
ン
~

舟C"P 
白
i

-

―

二上池の
つ
丸

さ

本

い
日
あ

▲
 

◄

，t

元
高
校
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
「
フ
ル
ー

（
ク
ス
」
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル

▼
昭
和
59
年

6
月
22
日

大
洗
港
と
苫
小
牧
、
室
蘭
両
港
に
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
航
路
が
免
許
さ
れ
る

▼
昭
和
59
年
12
月
14
日

南
防
波
堤
灯
台
点
灯

▼
昭
和
60
年
2
月
22
日

大
洗
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
完
成

▼
昭
和
60
年
3
月
6
日

大
洗
ー
室
蘭

・
苫
小
牧
フ
ェ

リ
ー
就
航

記
念
式
典

▼
昭
和
60
年
3
月
16
日

大
洗
1
北
海
道
間
に
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
就
航

▼
昭
和
61
年
3
月
25
日

第

3
埠
頭
地
区
埋
立
竣
功

▼
昭
和
62
年

2
月
4
日

第
4
埠
頭
地
区
公
有
水
面
埋
立
免
許
を

受
け
る

▼
昭
和
63
年
2
月
23
日

大
洗
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
3

階
増
築
竣
功

▼
昭
和
63
年

4
月
29
日

県
立
大
洗
海
浜
公
園
供
用
開
始

▼
平
成
2
年
4
月
2
7
日

大
洗
港
魚
釣
園
開
園

▼
平
成
4
年
7
月
31
日

茨
城
県
大
洗
マ
リ
ー
ナ
供
用
開
始

▼
平
成
5
年
3
月
15
日

大
洗
マ
リ
ー
ナ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
完
成

▼
平
成
5
年
11
月
18
日

大
洗
ー
室
蘭
航
路
増
便
と
な
る

▼
平
成
5
年
12
月
17
日

大
洗
ー
苫
小
牧
航
路
増
便
と
な
る

▼
平
成
6
年
10
月
31
日

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、
旅
客
乗
降
施
設

完
成

▼
平
成
6
年
11
月
1
日

第
4
埠
頭
地
区
埋
立
竣
功

▼
平
成
7
年

9
月
10
日

T
S
L総
合
実
験
船
「
飛
翔
」
試
験
入
港

▼
平
成
7
年
10
月
2
7
日

第

4
埠
頭
旅
客

・
貨
物
船
バ
ー
ス
完
成

▼
平
成
7
年
12
月
2
4
日

旅
客
船
「
ふ
じ
丸
」
入
港

▼
平
成
9
年
7
月
10
日

高
速
旅
客
船
「
ブ
ル
ー
ソ
ニ

ッ
ク
」
運

航
開
始

▼
平
成

9
年
9
月
4
日

東
京
ー
大
洗
ー
苫
小
牧
航
路
開
設

ア
平
成

10
年
10
月
2
4
日

旅
客
船
「
ふ
じ
丸
」
入
港

▼
平
成
10
年
11
月
1
日

旅
客
船
「
飛
鳥
」
入
港

(3) 広報おおあらい 2000. l l.7 



テイバルに参加
＼入っていました。翌15日には船内が一般公開され大勢の

方々が見学しました。その後、 l 8日まで停泊していた日本

丸は午後2時、大勢の町民に見送られ登柵礼（とうしょうれ

い：乗組員がマストに登る別れの式）の後、次の寄港地東

播磨（兵庫県）へ向けて出航しました。

＼っ

← マ£

ーー・・
▲帆桁 （ヤード）にとりつき、帆 （セイル）をほどきます

▲総帆展帆し美しい姿の日本丸

▲総帆訓練後、美しい日本丸をバックに歓声を上げる実習生

＼
 

▲総帆を展帆するため、マストに登る実習生

＇ 
/ -

日本丸 概 要
進水年月日 昭和59年2月15日

建造所
住友重機械工業株式会社

追浜造船所浦賀工場

船種 4本マストバーク型帆船

総トン数 2,570トン

全長x幅X深 （メートル） 110 09X13 80X10 72 

メインマストの高さ／帆 （セイルの枚数）55m/36枚

椴関の種類・数 ティーゼル2基

出力 2X1500馬力／2,206KW

実習生定員 120人

セ
イ
ル
の
展
帆
を
体
験

36
枚
あ
る
セ
イ
ル
の
中
で
特
に
重
要

な
イ
ン
ナ
ー
ジ
ブ
（
船
首
の
一
番
先

の
セ
イ
ル
）
の
展
帆
を
ア
イ
ア
ン
キ

ッ
ズ
が
体
験
。
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ

シ

m
イ
」
と
ロ
ー
プ
を
引
く
と
み
ご

と
に
秋
空
の
下
、
セ
イ
ル
が
上
が
る
。

少
年
海
賊
隊
＆
 日
本
丸

「
大
洗
に
は
「
ア
イ
ア
ン
キ
ッ
ズ
」
と

い
う
海
賊
が
い
る
こ
と
を
日
本
や
世

界
中
の
港
に
知
ら
せ
て
下
さ
い
。
」
と

日
本
丸
の
船
長
に
歓
迎
の
言
葉
の
述

べ
る
小
野
瀬
健
太
郎
く
ん
と
菊
田
蘭

さ
ん

2000. l 0.7 広報おおあらい (4) 



ぃ•ぃ•ト
16万人の

ポートフェス
10月3日に東京港を出航した「日本丸」は、航海訓練の

途次、大洗ポートフェステイバルに参加するため10月14

日午前10時大洗港に初入港。午後には合計36枚の帆（セ

イル）を上げる総帆訓練（セイルドリル）を披露。会場を

訪れた家族連れなどはその壮観さに圧倒される様子で見/

e . 
4] 

▲特設ステージは親子づれでいっぱい

.... ゞ ▼万L;—‘'ー、• 山‘;’

▲大洗や凛物産展はどこも大にぎわい

▲一般公開で船内に入る人の波

▲北海道物産展、名物駅弁を買いもとめる人達

＼

門i．．
 ヽ・
＇
｛

＼
 

，
 

/
 

▲船内を見て、ふれて、日本丸をまるこ＇と体験 ヽ
＼

ト
っ
し
ょ
う

n
ぃ

◄

登
梱
礼
で
乗
組
員
が
マ
ス
ト
に
登
っ
て

、

帽
子
を
振
り
別
れ
を
お
し
み
な
が
ら
大
洗

港
を
出
港
す
る
巳
本
丸

(5) 広報おおあらい 2000. l 0.7 



布しいさん
布はあさん

ス.g 

●
目
ト

・

••• 
町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
昼
間
＿
人
で
い
る

お
年
寄
り
の
方
々
が
、
一
日
を
い
き
い
き
と
楽
し
く
過
こ
せ

る
よ
う
「
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
」
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

毎
週
火
曜
日
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
—
ミ
ナ
ル
を
会
場
に
レ

ク
リ
エ
—
シ
ョ
ン
や
健
康
講
座
、
介
護
保
険
な
ど
の
教
養
講

座
、
い
き
い
き
体
操
な
ど
の
軽
ス
ポ
—
ツ
活
動
、
俳
句
や
絵

画
な
ど
の
生
き
が
い
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
お
年
寄
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
楽
し
い
＿
日
を
過
こ
し
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
内
線
1
5
3
)
ま
で
。

‘
 

｀
 
..
 

「今日の調子はどうですか」看護婦さんが健康チェック

¥¥  I 

.-

ケアタウン号で送迎

昔Lい1日の1ケジコー/L（会場：サイクリングターミナル）
9:00~10:00 ケアタウン号でお迎え（看護婦・ホームヘルパーが添乗します）

10:00~10:30 健康チェック（看護婦による血圧測定等）

10:30~11 : 45 自由時間（入浴等）

11 : 45~13:00 昼食

13:00~15:00 

15:00~16:00 

レクリェーション及び趣味活動等

ケアタウン号で送ります

参加対象者

①介護保険制度の要介護認定において対象

外となった65歳以上の高齢者

②ひとり署らしの高齢者

③昼間独居の高齢者

④高齢者世帯

利用料金

1回 300円
（昼食及び原材料費は実費）

2000.11.7 広報おおあらい (6) 



スポーツの秋たけなわ、中学校駅伝大会郡大

会でー中が優勝、南中が準優勝という快挙を成

し遂げた。また、とやま国体秋季大会でレスリ

ング少年男子76kg級で小沼悟君（南中出身 ・霞

ヶ浦高校）が5位入賞、女子弓道で石井和子さん

（南中勤務）が6位に入賞するなどスポーツの秋

にうれしいニュースが続きました。

2002年には全国高等学校総合体育大会が茨

城県で開催されます。わが町は女子バレーボー

ル競技の会場として全国から選抜された選手た

ちが集まります。21世紀を担う青少年のスポー

ツの祭典を成功させるため、過日、高校総体大

洗町実行委員会を設立しました。

一方で10月29日に行われた家庭婦人バレー

ボール大会を観戦しましたが、かつては10チー

ムを超えた参加チームが、現在4チームとなり、

寂しく感じます。にぎわいある大会にするため、

多くのチームに参加いただきたいと思います。スポーツは、心

と体を鍛えるのみならす、礼儀や人の和を育むことに大きな力

を発揮します。町では、「健康とスポーツのまちづくりプラン」

を策定して、町民の皆さん一人ひとりがスポーツに親しみ、健

康の保持増進と生涯スポーツの推進に向けて、ニュースポーツ

まつりや町内各所で広がりを見せているいきいき体操、各種球

技大会などを開催しています。

現在はコミュニティーの崩壊が叫ばれ、ライフスタイルの多

様化によって地域が一つにまとまる機会が少なくなってきてい

ます。地域や友達の和を広げる意味でもスポーツは大きな役割

を担います。

また、子どもたちのスポーツに取り組む姿や町民の競技スポ

ーツでの活躍などを通じて町民の皆さんがスポーツに親しむ機

運を高めていきたい。スポーツは地域に活力をもたらす核にな

るものと考えます。

00 

大
洗
町
長

小
谷
隆
売

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
思
う

高
年
者
ク
ラ
ブ
大
船
会
会
長
の
須
能

昇
さ
ん
（
大
貫
町
8
3
3
9

番
地

•

8
4

歳
）
が
、

9
月
ー
日
に
県
民
文
化
セ
ン

夕
—
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第

3
9回

茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の
席
上
で
、

永
年
地
域
福
祉
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ

り
茨
城
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

須
能
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
4
月
に
大

船
会
会
長
に
就
任
以
来
、

18
年
余
に
わ

た
り
高
年
者
ク
ラ
ブ
の
育
成
や
活
動
発

展
に
尽
力
。
こ
の
間
、
海
岸
清
掃
や
花

づ
く
り
な
ど
の
社
会
奉
仕
や
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
な
ど
積
極
的
に
社
会
参
加
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

21
世
紀
の
高
齢
社
会
に
向
け
て
、
活

力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
の
た
め
尚
一

層
の
こ
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

璽

什
r
はセ
{
N
{
r
,

胃
N
U
且

（
 

第
51
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
東
茨
城
地
区
大
会
が
lO
月
7

日
、
茨
城
町
の
県
消
防
学
校
で
開
催
さ

れ
、
本
町
か
ら
は
第
ー
分
団
が
自
動
車

ポ
ン
フ
の
部
に
出
場
し
、
見
事
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

第
1
分
団
は
、
こ
の
大
会
に
向
け
て

大
洗
町
消
防
署
員
の
指
導
を
受
け
8
月

か
ら
訓
練
を
開
始
。
毎
朝
5
時
か
ら
7

時
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
を
利
用
し
て

練
習
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
大
勢

の
消
防
関
係
者
や
応

援
団
が
見
守
る
中
、

5
名
の
選
手
は
き
び

き
び
と
し
た
動
き
で

ポ
ン
プ
車
か
ら
の
放

水
ホ
ー
ス
の
延
長
や

収
納
を
披
露
し
ま
し

た
。
第
ー
分
団
出
場
選
手

指
揮
者
関
根
康
夫

(42)

一
丁
目
ー
区
の
上

1
番
員
大
川
祐
司

(32)

東
光
台
ー
区

2
番
員
桜
井
重
明

(26)

消防

ヽ
＼

.．．~̂ 0 、 •9-= -,.  -

豊

(35

明
神
町
7
区

3
番
員
桧
山
英
洋

(31)

4
番
員
鈴
木
芳
則

(35)

補
欠
員
國
井

東
光
台
ー
区

東
光
台
2
区

束
光
台
ー
区

溝
蘭
＊
‘
、
つ
撮
滋

纂

9
分
薗
が
掌
霞

(7) 広報おおあらい 2000. l 1.7 



．．． 

ふ
つ
く
え

秋
い
ま
だ
見
え
ぬ
と
思
う
こ
の
朝
文
机

の
わ
が
足
裏
冷
え
来
ぬ

新

町

六

区

関

根

秀

子

〔
評
〕
本
年
芸
術
祭
一
位
の
作
品
。
文

を
書
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
作
者
の
姿

が
す
っ
き
り
と
打
出
さ
れ
て
い
る
。

海
原
を
越
え
来
た
る
風
清
し
く
て
暮
れ

ゆ
く
部
屋
に
独
り
安
ら
ぐ

仲
町
四
区
圧
司
千
代
子

〔
評
〕
互
選
の
上
で
第
二
位
。
海
辺
の

町
に
住
む
者
な
ら
で
は
の
作
。
佳
作
。

ゆ
く
り
な
く
腕
に
は
ら
り
と
髪
の
落
つ

枯
れ
ゆ
く
も
の
の
吾
を
見
す
る
か

成

田

町

大

野

恵

美

し
ん
ら
は
＇
化

云
う

〔
評
〕
森
羅
萬
象
朽
ち
ざ
る
も
の
は
な
い
。

作
者
自
身
そ
こ
に
心
を
置
い
た

一
首
。

そ

か

身
力
に
竿
反
ら
せ
つ
つ
蜆
掻
く
漁
師
は

と
り
こ

全
き
夏
陽
の
虜
永

町

十

六

区

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
第
3
位
。
「
竿
反
ら
せ
つ
つ
」
が

実
景
を
見
せ
て
く
れ
る
。

た

し

た

ぎ

か

か

わ

人
波
が
山
車
の
熱
気
を
浪
ら
す
に
関
り

も
た
ぬ
緑
台
将
棋
船
渡
三
区

照

沼

と

よ

子

〔
評
〕
熱
気
溢
れ
る
祭
り
、
そ
の
騒
ぎ
の

中
の
状
景
の
一
駒
に
目
を
止
め
た
歌
。

町
を
あ
げ
て
八
朔
ま
つ
り
の
始
り
を
告

ぐ
る
花
火
の
空
と
ど
ろ
か
す

永
町
一
区
高
崎
夫
左
江

歌
壇

〔評〕

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

●
勝
山
一
美
選

〔
評
〕
八
朔
の
祭
り
は
そ
の
年
の
新
穀

を
収
め
、
こ
れ
を
喜
び
祝
う
に
あ
る
。

に
わ
く
ま

草
刈
り
て
土
を
起
せ
る
庭
隅
に
花
々
咲

き
て
夏
ゆ
か
ん
と
す

南
清
水

一
区

広

木

チ

イ

〔
評
〕
夏
の
草
花
に
想
い
を
寄
せ
た
作
。

那
珂
川
の
河
口
せ
ま
し
と
若
者
ら
水
上

バ
イ
ク
の
音
ひ
び
か
か
す
る

祝

町

六

区

石

澤

き

み

〔
評
〕
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
の

一
種
か
。

か

海
に
近
く
架
か
れ
る
橋
に
さ
む
ざ
む
と

風
吹
き
わ
た
り
鵡
群
れ
飛
ぶ

祝
町

一
区

佐

藤

毅

〔
評
〕
実
際
の
景
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。

あ
わ
い

繁
り
合
う
柿
の
枝
葉
の
間
よ
り
青
空
は

高
く
澄
み
透
り
見
ゆ

寺

釜

九

区

三

村

住

江

〔
評
〕
秋
の
情
景
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
。

ク
ー
ラ
ー
の
無
き
年
金
の
暮
ら
し
に
も

慣
れ
つ
つ
部
屋
の
風
を
清
し
む

桜

道

三

区

田

部

田
｛女
太
郎

二
自
継
ま
っ

て
い
て
佳
作
。

タ
ワ
ー
の
灯
淡
く
点
り
て
星
空
に
声
す

が
す
が
と
磯
節
流
る

永

町

四

区

川

上

ひ

さ

〔
評
〕
感
性
豊
か
な
詠
み
で
あ
る
。

年
を
経
し
腰
の
痛
み
の
増
し
て
く
れ
ば

ラ
ク
タ
ー
求
め
日
毎
出
掛
く
る

角

―
二

区

前

原

青

嵐

〔
評
〕
「
ラ
ク
タ
ー
」
と
は
最
近
の
乗
物
。

窓
を
繰
れ
ば
朝
顔
い
く
つ
咲
き
お
り
て

よ
り
添
う
ご
と
き
薄
羽
蛭
婉

寺

釜

五

区

堀

野

満

穂

〔
評
〕
下
句
の
詠
み
が
巧
み
で
あ
る
。

流
星
群
テ
レ
ビ
の
中
に
飛
び
交
い
て
わ

が
若
か
り
し
日
の
甦
る

寺
釜
十
二
区
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
若
き
日
に
流
星
を
見
た
の
だ
。

向
う
森
の
あ
た
り
が
寺
か
幾
と
せ
を
経

て
古
里
の
人
よ
そ
よ
そ
し

祝

町

二

区

吉

川

〔
評
〕
古
郷
は
忘
れ
難
き
も
の
。

八
朔
の
「
キ
ツ
｀
ネ
踊
り
」
の
競
い
つ
つ

山
車
出
逢
う
と
き
烈
し
さ
増
せ
り

〔
評
〕
祭
の
景
が
目
に
見
え
る
。

戦
争
の
勝
ち
負
け
す
べ
て
空
し
か
り
破

れ
し
日
本
の
得
た
る
繁
栄

蔵
前
二
区

田

山

佳

風

〔
評
〕
現
実
を
よ
く
言
い
得
て
い
る
。

し

ら

が

夜
を
遅
く
白
髪
み
だ
し
て
わ
が
床
へ
寒

し
さ
む
し
と
母
は
も
ぐ
り
来

永
町
二
区

田

山

り

ゑ

〔
評
〕
親
子
の
関
係
な
ら
で
は
の
作
。

朝
早
く
水
ま
き
お
れ
ば
植
込
み
の
中
よ

り
出
づ
る
白
き
蝶
あ
り

新
町
九
区
大
森
や
よ
子

〔
琶
直
載
に
歌
い
上
げ
て
好
感
を
も
つ
。

二
0
0
0年
迎
へ
し
町
の
秋
祭
り
曳
き

手
踊
り
手
偕
に
意
気
負
ふ

寺
釜
九
区
加
部
東
ふ
み

〔
評
〕
表
現
の
纏
め
が
巧
み
で
あ
る
。

万
緑
の
只
中
に
来
て
支
え
合
う
夫
と
求

め
む
小
さ
き
幸
桜

遍

二
区

田

部

田

す

す

ほ

〔評
〕
幸
は
身
近
か
な
所
に
あ
る
の
だ
。 和

l(U
っ
こ
ギ
竺
フ
リ

滝
口
保
育
園

2000 l l 7 広報おおあらい (8) 



「正月の漁港」 小林

「残照のドック」

利男

高田

大
洗
の
四
季
万
E
コ―、N-
T
スト
＠

c、

英夫

たやま よしと

田山喜大＜ん
（上宿3区 2歳）

お父さん 東吾 お母さん 明子

「ひいおじいさん (91歳）と遊ぶことと

じいちゃん、ばあちゃんとのお出かけが

大好き みんなの太陽のような存在です」

ァ
イ
ド
ILI・

こまつさき りと

小松崎 莉都ちゃん
（永町l区 2歳l力月）

お父さん 正 お母さん みか

「パパと遊ぶのが大好きです」

(9) 広報おおあらい 2000. l 1.7 



フィリーズが
7年ぶりの
秋季町民野球大会がlO月8日 ・15日に総合運動公園で開

催され、 15チームが熱戦を繰り広げました。

決勝戦は試合巧者のフィリーズ（平均年齢42歳）と、若

さとパワーのデイパーチャーズが激突、接戦の末2-lでフ

ィリーズが7年ぶり通算lO回目の優勝を飾りました。

優 勝フィリーズ

準優勝デイパーチャーズ

3 位オノチョ ップス

3 位スカーフェイス

M V P 小沼信介 （フィリーズ）

＊決勝打を含む4安打

敢闘裳佐藤信洋（デイパーチャーズ）

＊準決勝でノーヒットノーラン

打 撃 賞川上洋二 （フィリーズ）

＊投打に活躍 ▲ベテランの技で歴勝に輝いたフィリーズナイン

（
 

とを目的に大洗いきいきウオークin台場が行われ、

参加者200名が歴史遺産として有名な幕末の砲台跡

の

風

し

リ

然

潮

ま

ブ

。
自

の

し

＿

た

と

湾

歩

ボ

し

観

京

完

ン

ま

景

東

が

イ

み

市

を

員

レ

し

都

km
全

る

を

打

糸

ス

襄

[

虹

訟

5

5

閲
n
の

海

れ

昌
＂
、
秋
場
そ

変

た

な

な

台

ら“
 

参加した方々は「歴史の流れを感じた」「歩きやす

2000.11.7 広報おおあらい (l 0) 



J 
▲小沼さん

「今回の国体は、強奈を相手

に良い経験となった。この経験

を今後に生かしていきたい。」

...石井さん

「2年連続で入賞することができて
思い出深い大会となりました。支え

てくれた家族や周りの皆さんに感謝

したいと思います。」

団国l!＼’kn•大 f.、
快含大合
’ J 亙 ：．，！．

:4~ 斗，~す
，ヽ~→ 

斎藤仁さん
形圃A19て圏勝
9月2日に東京武道館で行われた第1回全日本マスターズ

空手道競技プレ大会において仁武館館長斉藤仁さんが男子

形個人戦50歳以上の部 (50歳～59歳まで）で優勝を飾

りました。

「形」とは、仮定の多数の敵に対しての攻防を一つの流

れとして表現したもので、正確さ、気迫、緩急などの諸要

素を総合的に判定されます。

「日ころの積み重ねが表現できた。子どもたちにも空手

の素晴らしさを伝えていきたい」と斉藤さん。空手への真

摯な情熱を語っていました。

▲また来年もお待ちしています

(l l) 広報おおあらい 2000.11.7 

動代表とし7活羅
10月14日～19日、第55回国民体育大会秋季大

会が富山県で行われ、大洗町から成年女子弓道で石

井和子さん（南中勤務）と少年男子レスリングで小

沼悟さん（南中出身、霞ヶ浦高校）が出場し健闘し

ました。

全国から集まった強豪を相手に少年男子レスリン

グ小沼さんは5位入賞、成年女子弓道石井さんは6

位入黄を果たしました。

▲気迫あふれる演技

名畢の競演
東京原宿をスタートしたラフェスタミッレミ

リア（世界クラシックカーレース）が10月17

日、大洗にやって来ました。

往年の名車86台がエントリー、タレントの

堺正章さんや井上尭之さん、近藤真彦さん、旭

道山さん、保坂尚輝・高岡早紀さん夫妻も参加

し、レースに華をそえました。

18日には、町内を走行後、大洗港イベント

バースに集合。つめかけたたくさん人々の声援

を受けながらコールの箱根を目指して出発しま

した。



町
青
少
年
育
成
会
議
主
催
に
よ
る
、

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
等
用
具
の
レ
ン
タ
ル

（
自
費
）
も
あ
り
ま
す
の
で
初
め
て
の

方
、
家
族
等
お
気
軽
に
こ
参
加
下
さ
い
。

日
時
／
平
成
13
年
1
月
27
日
（
土
）

午
前
4
時
集
合
（
午
前
4
時
30

分
出
発
、
午
後
8
時
大
洗
着
予

定）

場
所
／
福
島
県
猪
苗
代
ス
キ
ー
場

募
集
人
数
／
町
内
の
小
学
生
の
親
子
約

40
名
（
必
す
親
子
で
ご
参
加
下

さ
い
）

参
加
費
／
大
人

3
千
円

子
供

2
千
円

申
込
受
付
／
平
成
12
年
12
月
1
日
午
前

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー

参
加
者
募
集

（
‘
 

~
 

つ
く
ば
万
博
を
記
念
し
て
出
さ
れ
た

郵
便
物

(16
年
間
の
時
間
を
超
え
た
郵

便
物
、
ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル
郵
便
物
）
が

平
成

13
年
1
月
1
日
に
配
達
さ
れ
ま

す
。
郵
便
物
に
記
載
さ
れ
た
住
所
や
氏

名
を
変
更
さ
れ
た
方
は
、
最
寄
り
の
郵

ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル
郵
便
物

配
達
の
お
知
ら
せ

平
成
13
年
大
洗
町
成
人
式
の
該
当
者

は
、
昭
和
55
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
56

年
4
月
ー
日
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

現
在
、
町
外
に
転
出
（
大
学
進
学
、

就
職
等
）
さ
れ
て
い
る
方
で
、
大
洗
町

成
人
式
に
出
席
さ
れ
た
い
方
は
、

11
月

30
日
ま
で
に
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

ま
で
こ
連
絡
下
さ
い
。

大
洗
町
成
人
式

日
時
／
平
成
13
年
1
月
7
日
（
日
）

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

っくら健
からの

くらしの情報
INFORMA ~i<fN 
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バスタオルの無料貸出し
サービスを実施中
ゆっくら健康館では、温泉を利用される方にバ

スタオルまたは小タオルの無料貸出しを行ってい

ます。

冷気も増してきたこの季節、ゆっくら健康館を

どうぞご利用ください。 （バスタオルサービスは

有料の温泉利用時のみこ利用いただけます）

保健所の検査でも

レジオネラ菌は陰性（安全）です
茨城県では、 9月に主にレジオネラ菌の有無に

ついて、県内の公衆浴場施設530カ所の一斉抜き

打ち検査を実施してきました。

ゆっくら健康館では、以前から自主的に検査を

行い、週報等でお知らせしたとおり全ての浴檀で

「陰性」の結果が出ていましたが、今回の水戸保

健所の検査でもレジオネラ菌は陰性（安全）の判

定を受け、他の施設からも衛生晉理方法の問合せ

があるほどです。

ゆっくら健康館は、安全に十分に配慮して皆さ

んの一層のこ利用をお待ちしております。

平
成

13
年
大
洗
町
成
人
式
は

1
月
7
日
で
す

「な
く
そ
う
住
宅
火
災

守
ろ
う
家
族
」

9
時
か
ら
午
後
4
時
の
間
に
参

加
費
を
そ
え
て
生
涯
学
習
課
ヘ

お
申
込
み
下
さ
い
。
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
、
学
校
を
通
じ
配
布
い
た

し
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

便
局
窓
口
に
て
受
取
人
住
所
変
更
申
出

票
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
12
月
31
日
ま
で

詳
し
く
は
、
郵
便
局
の
窓
口
に
お
た

す
ね
下
さ
い
。

敬
老
会
記
念
品
（
商
品
券
）
は

忘
れ
す
に
お
使
い
く
だ
さ
い

9
月
15
日
の
敬
老
会
で
記
念
品
と
し

て
お
配
り
し
ま
し
た
「
商
品
券
」
は
、

使
用
期
限
が
11
月
3
0
日
ま
で
で
す
。

期
限
内
に
忘
れ
す
に
お
使
い
く
だ
さ

¥
o
 

し

近
年
の
建
物
火
災
の
死
者
の
う
ち
、

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
約
9
割
で
、

そ
の
う
ち
の
約
半
分
が
高
齢
者
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
向
け
て

高
齢
者
の
生
活
習
慣
を
考
え
た
避
難
対

策
、
住
宅
用
防
火
機
器
の
設
置
や
防
災

物
品
の
使
用
な
ど
家
庭
に
お
け
る
火
災

予
防
が
大
切
で
す
。

火
を
つ
け
た

あ
な
た
の
責
任
最
後
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

1
月
9
日
S
l
月
15
日

【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

7

つ
の
ポ
イ
ン
ト

(
3
つ
の
習
慣

．

4
つ
の
対
策
）
】

3
つ

の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、

絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
た

と
き
は
、
必
す
火
を
消
す
。

4
つ
の
習
慣

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
酋
報
器
を
設
圏
す
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
近
所
同
士
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。
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となりのまちから

心
配
こ
と
相
談

相 言火
0火

第6回東海I~MOの まつり €ヨロD
日時／l]月23日 （木）午前9時～午後4時

場 所／東海村文化センター前広場

内 容／大いも・珍いもコンテスト、いも堀り探検隊、

ジャンジャンどり、乗海いもクイズ、焼きいも

コーナー、 子ども広場コーナー （キャラクター

ショ ー） 、 いもからつくった焼酎•ワイン • ビ

ールの試飲コーナーいも資料館ほか

問合せ／東海I-MOのまつり運営協議会（東海村経済環

境部経済課内

合 282-1711 （内線1439 1440) 

日立港秋の味覚まつり
日時／ll月78日（土） ～79日（日）

午前9時～午後4時

所／日立おさかなセンター周辺特設会場

容／地元農水産物販売（さば、いなだ、たこ、白菜、

北海道物産販売 （タラバガニ、ししゃも、ジャ

ガイモ、とうもろこし）

さんま等水揚げ販売、海鮮炉ばたコーナー、模

擬セリ販売会、プレゼント抽選会、あんこう汁

販売、アトラクションなど

問合せ／日立市役所産業経済部農林水産課

合 0294-22-3l l l（内線472)

€ 

相
談
日
／
毎
週
金
濯
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

1
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
1
時
30
分
1
3
時

※
第
2
金
曜
日
の
み
弁
護
士
の
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
艤
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
1
 

場

内

社
会
福
祉
関
係
職
場
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
方
｀
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
を

対
象
に
社
会
福
祉
施
設

・
団
体
等
の
採

用
担
当
者
が
あ
ら
ゆ
る
こ
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
1
月
26
日
（
日
）

12
時
30
分
＼
15
時
30
分

場
所
／
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

内
容
／

①
施
設
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

求
人
施
設
の
人
事
担
当
者
と
求
職
者

が
直
接
就
職
に
つ
い
て
固
別
に
相
談

②
総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー

施
設
等
各
分
野
の
全
般
的
な
相
談

③
適
聴
診
断
コ
ー
ナ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
適
職
無
料

で

福
祉
職
場
説
明
会
の

お
知
ら
せ

診
断

④
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

参
加
方
法
／
当
日
受
付
（
参
加
費
無
料
）

問
合
せ
／
茨
城
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

一丁

3
1
0
の
0
8
5
l

水
戸
市
千
波
町
ー
9
1
8

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
内

6

(
2
4
4
)
4
5
4
4
 

新
・
増
築
家
屋
の
調
査

平
成
12
年
1
月
以
降
、
新

＇
増
築
さ

れ
た
家
屋
（
物
置
等
を
含
む
）
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
に
は
、
税
務
課
識
員
が
お
伺
い

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
協
力
下
さ
い
。

な
お
、
調
査
日
を
指
定
さ
れ
た
い
方

は
、
税
務
課
へ
こ
連
絡
下
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課
（
内
線
ー
4
4
)

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
に
対
す
る
給

与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

日
時
／
l
月
28
日
（
火
）
午
後
2
時
＼

場
所
／
茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
／
水
戸
税
務
署

6

(
2
3
l
)
4
2
l
l
 

平
成
12
年
度
個
人
事
業
税
第
二
期
分

の
納
期
は
、

日
月
21
日
か
ら
1
月
30
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で、

納
期

内
に
納
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
も
こ

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
茨
城
県
水
戸
嗅
税
事
務
所

6

(
2
2
l
)
4
8
0
0
 

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の

納
税
に
つ
い
て

平
成

12年
度
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

大洗町の国民年金受給状況（平成11年度末）

受給年金種別 受給者数（人） 年金総 額 （干円）

老齢（基礎）年金等 3,824 1,847,028 

障害（基礎）年金等 1 97 171,110 

遺族（基礎）年金等 47 17,282 

計 4,068 2,135,430 

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
の
経
済
的

安
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
他
に
も
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
や

一
家

の
働
き
手
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に

も
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

基
礎
年
金
の
額
は
、
受
給
者
の
生
活

を
支
え
る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
基
本

的
部
分
を
ま
か
な
え
る
水
準
と
さ
れ
て

お
り
、
年
々
、
物
価
の
上
界
と
と
も
に

改
定
さ
れ
る
の
で
、
年
金
の
実
質
価
値

が
下
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は

毎
月
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
か
ど
う

か
が
問
わ
れ
ま
す
。
年
金
を
受
け
る
た

め
に
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
か
ら
、
納
め
忘
れ
の
な
い

ょ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
「
も
し
も
」
の

と
き
も
支
え
ま
す

(l 3) 広報おおあらい 2000.11.7 



町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
観

光
振
興
の
た
め
町
営
温
泉
ス
タ
ン
ド

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
の
泉
質
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
ー

塩
化
物
泉
で
神
経
痛
・
筋
肉
痛

•

五

十
肩
な
ど
に
よ
く
効
く
泉
温
15
℃
の

温
泉
で
す
。

ご
家
庭
で
ご
利
用
の
場
合
は
、

5

1
1
0
倍
に
薄
め
て
こ
使
用
下
さ
い
。

温
泉
水
料
金
／
10
蹂
あ
た
り
10
円

(10
円
硬
貨
を
こ
利
用
下
さ
い
）

利
用
時
間
／
10
時
1
19
時

※
営
業
目
的
で
温
泉
水
を
利
用
す
る

方
は
、
温
泉
ス
タ
ン
ド
利
用
許
可
申

町
営
温
泉
ス
タ
ン
ド
を

こ
利
用
く
だ
さ
い

涸沼川

至水戸

〕l〔
大貫橋

温泉スタンド

{
 

(
 

至鹿蛸 R51 

ところ 大貫町字中区8790番地の1

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
が
ス
カ
ス

力
に
な
っ
て
も
ろ
く
な
り
、
骨
折
し
や

す
く
な
る
病
気
で
す
。

こ
の
病
気
の
予
防
と
早
期
発
見

・
治

療
を
目
的
に
、
検
診
を
実
施
い
た
し
ま

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の

お
知
ら
せ 健 康

■休
館
日

11
月
13
日

（月
）

・
20
日

（月
）

23
日
（
木
）

27
日
（
月
）

12
月
4
日

（月）

・
11
日
（
月
）

18
日

（月）

・
23
日

（土
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
30
分
＼

午
後
4
時
30
分

2
週
間

(l
人
3
冊）

■貸
出
期
間 図書室

請
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
商
工
観
光
課

（
内
線
3
3
2

す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
7
日
（
木
）
午
前
9
時
30

分
＼
午
後
2
時
（
詳
細
は
、
個

人
通
知
し
ま
す
）

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
／

18
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
女
性

1
0
0
名

40
歳
以
上
の
女
性

10
名

申
込
み
方
法
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o
へ、

お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

お
願
い
／
昨
年
受
診
さ
れ
た
方
、
現
在

こ
の
病
気
で
治
療
中
の
方
は
、

こ
遠
慮
下
さ
い
。

日
時
／
1
月
19
日
（
日
）

午
前
10
時

発

午

後

2
時
着

集
合
時
間
／
9
時
30
分
受
付
開
始

集
合
場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館

西
側
駐
車
場

コ
ー
ス
／
海
岸
道
路
ー
南
中
ー
J
A
大

洗
ー
夏
海
湖

（原
研
大
洗
）
往

復
（
片
道
5
.
4
k
m
)

参
加
費
／
傷
害
保
険
料

2
0
0
円

（
会
員
は
無
料
）

持
参
品
／
お
弁
当
、
タ
オ
ル
、
歩
き
や

す
い
服
装
に
履
き
慣
れ
た
靴

（飲
み
物
を
用
意
し
ま
す
）

問
合
せ
／
健
康
増
進
係

6

(2
6
6
)
l
o
l
o
 

大
洗
歩
く
会

第
2
回
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

お
知
ら
せ

図

書

紹

介
草
思
社

コ
リ
ラ
孤
児
院
で
み
な
し
こ
コ

リ
ラ
の
親
代
わ
り
ー
野
生
に
旅
立

っ
子
コ
リ
ラ
た
ち
を
見
守
っ
た
女

性
サ
ル
学
者
の
痛
快
エ

ッ
セ
イ
。

集
英
社

少
年
は
慟
哭
の
叫
び
を
封
印

し
、
あ
ふ
れ
る
想
い
を
胸
に
沈
め

る
。高
ら
か
に
謳

っ
｀
誇
り
と
希
望

の
叙
事
詩
。
新
世
紀
の
冒
険
小
説

の
指
標
、
こ
こ
に
完
成
。

船

戸

与

一
著

虹
の
谷
の
五
月

みなしご岡安直比
ゴリラの学校

み
な
し
こ
コ
リ
ラ
の
学
校

岡
安

直
比
著

●大洗文化センター● 合266-2442

月日耀 催 事 内容 開始時間 開催場祝 這方法

] 8 土南中校内音楽会 9.00~ ホール一 般

l l ] 8 土コスペルコンサート 18.00~ ホール一 般

l 9 日文（東化映セアンニタメー、自ジ主ョブ事ナ業イ映ル画）会 1000~ ホール有料1330~ 

l 2 3日大洗裔校マーチ‘ノグ）［ンド定闊演奏会 l 300~ 爪ール一 般

町県民税（第5期）

国民年金 (ll月分）

｀ 
下水道受益者負担金

（第3期）

納期はll月30日迄です。

2000 l l 7 広報おおあらい (14) 



大洗あんこう

＊洗サンピーチMTBチャレンジ
Elン目ー目は日モ図口困国国
みなさんお誘い合わせておいでください

日時／11月26日（日） 午前9時～
会場／大洗サンビーチ

催し／

あんこう祭
あんこう吊し切り

あんこう鍋・とも酢無料サービス(3000食）
郷土芸能（荒磯太鼓・磯節保存会）

地元特産品販売

MTB（自転車）レース
サンビーチ特設コース（ダート、ロード、砂）を走る

バイシクルキッズ教室「乗り方の基本」と「簡単な

メンテナンス法」などの指導

ビーチフットサル

噴‘

ビーチで行うミニサッカー

サンドモールディング
（砂造形） 、：． ．． に-彩:-.:::.:-:、•. ．

--------- ： --l t;：．).. - .．// 
砂を使って何でも作ってしまう

ビーチウォーク
浜辺をウオーキング

-・ •たう衣

問合せ／商工観光課 ‘•翌
合 267-51l l（内線331) .L 

(75) 広報おおあらい 2000.11.7 



ぅ知ゃ豚館の1中ん9入
チ 叫脳⑰

、さ

（
 

カスザメ
地元の漁師の方から、たまに「エイのような変わった魚
が獲れた」とお電話をいただくことがあります。駆けつけ

てみると、たいがいこのカスザメが船槽に入っています。

体型はエイ類に似て扁平で、サメのイメージとはかけ離れ

ているため見間違うのも無理はありません。

水族館で、このサメを飼育していると、ヒラメのように
体を砂の中に埋めてじっと身を潜めています。一見、水槽

の中には何もいないように見えるのですが、餌のアジを口

の前に持っていくと、一瞬にしてひと飲みにしてしまいま

す。普段、じっとしているサメですが、この時ばかりはサ

メの一面を覗かせてくれます。

く、

編集発行●大洗町役場町長公室 〒311-1392茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275 合 029(267)5111（代） 印刷●冨土オフセット印刷株式会社
轟うにゃさ

@ '※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。
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